　概　要　版　
鎌倉市自治基本条例素案大綱（市民討議たたき台）について

　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌倉市自治基本条例策定市民会議策定委員会
１　はじめに

　　鎌倉市では総合計画で自治基本条例の制定、施行を示しています。この方針により、市は公募の市民による策定を考える会議（鎌倉市自治基本条例策定市民会議といいます。以下「策定市民会議」といいます）を設置しました。策定市民会議は昨年１月以来公募市民によって議論を重ねてきました。30回による全体会、各グループによる討議、市民対話交流活動で市民との討議などを経て、策定市民会議に設置された策定委員会は自治基本条例素案大綱(市民討議たたき台)をまとめ10月24日の全体会で提示しました。

２　今後の進め方

　　策定市民会議では12月18日の全体会までに各グループで討議をします。それと同時に市民対話交流を進めるために、この市民討議たたき台を広く市民に提示し、意見交換を行います。

　　また市行政や議会とも意見交換を行います。

　　これらの討議を経て明春には自治基本条例素案の形にしたいと考えています。

３　素案大綱（市民討議たたき台）の組み立て

　　市民討議たたき台は、各項目ごとに盛り込むべき内容、その解説、これまでの討議の経過となっています。概要版は盛り込むべき内容をまとめています。

４　素案大綱（市民討議たたき台）の基本的考え方

　　市政の主人公は市民であるという立場で書かれています。これは憲法の３原則の鎌倉版と云ってもいいと思います。そしてここには、市長・行政、議会の二元代表制を生かしつつ、市民主権に基づくまちづくりを協働で進めるしくみが提示されています。

５　討論を進めるために

1 地方分権が進みつつあります。この動向も視野に入れながら市民自治をどう実現するかの視点が重要です。

2 公共とは何か、「新しい公共の概念」とは何かについて考えていくことが大切です。公のなすべき仕事とは、私・民の仕事とは、また、公と民の間にある共とは何か、このようなことを議論していくことが必要です。

3 鎌倉らしさとは何かは議論の大切な視点です。

④　前文に盛り込むべき内容の討議もすすめていきます。　　
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